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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、これまでの議論を簡単に説明したい。

一昨年の大臣主催の検討会議のとりまとめでは、大学スポーツの価値を発揮していくため、７つの取組が示された。
第１に、大学トップ層の理解。これまで、課外活動である運動部活動含め大学スポーツは、スポーツを通じた学生の人材育成はもちろん、大学・地コミュティの形成等の地域貢献、研究等による健康の保持・増進等多様な価値を持つため、今後の大学スポーツの発展のためには、大学トップ層がこの価値を理解し、各大学の取組を進めていくことが重要とされた。
第２に、取組を進めるに当たって、学生アスリートの管理やスポーツを通じたブランド力の向上等大学におけるスポーツ分野を一体的に統括する部局とそれを支えるスポーツアドミニストレーターの配置を進める必要があるとされた。
第３に、大学スポーツはもっと魅力的なコンテンツとなる潜在力を秘めており、その魅力によって生まれる収益を学生や教育に還元する好循環を形成することが必要とされた。
第４に、スポーツ教育・研究の充実や、小・中・高等学校などに学生が派遣できるような機会の充実です。スポーツ教育や科学研究の促進による国民の健康増進の実現や、地域の学校への学生派遣を推進していくことが必要です。
第5に、学生アスリートのデュアルキャリア教育ですが、学業とスポーツの両立のための学習上の配慮やキャリア形成支援が必要とされました。
第６に、スポーツボランティアの育成です。2020東京大会やラグビーワールドカップを控え、大学には、質の高いボランティアの供給源として非常に期待される面がございます。
第７に、大学施設の一般開放など地域活性化や経済活性化への貢献です。

この取り組みを進めようとするときに、大学スポーツ全体を統括する、アメリカのNCAA（National Collegiate Athletic Association）に相当するような組織が日本にはないという課題が指摘された。NCAAをそのまままねる必要はないが、NCAAに相当するような組織を日本も考えていく時期に来ているのではないかということで、日本版NCAAの在り方について、さらにタスクフォースをつくって議論を進めてまいりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タスクフォースにおける議論では、「スポーツを通じた学生の人格形成を図るとともに、母校や地域の一体感を醸成し、地域・経済の活性化や人材の輩出に貢献する。」という日本版NCAAの理念をとりまとめていただいいた。形で有識者の方々にとりまとめいただいた。日本版ＮＣＡＡが、①学生アスリートの学業環境への支援、②指導者や資金の確保や責任体制、事故・事件の対応といった運動部活動の運営、③大学の教育・研究との連携、④学連間との連携等といった課題に、大学スポーツ関係者が一丸となって取り組み、大学スポーツ全体を総括し、その発展を戦略的に推進することを求められた。

具体的には、一つ目に学生の本分である学業とスポーツの両立を目指した学業環境の充実です。同時にデュアルキャリア支援やドーピング問題などのインテグリティ教育も含めて学生アスリートのバックアップをしていくことにより、学生だけでなく、大学も守ることができるのではないかと期待しています。第二に、アメリカのNCAAももともとの発端は事故防止、安全確保の観点から始まっているが、「事故防止など運動部活動の安全性を向上させ、本人や関係者にとって安心を確保できるものとする。」とされた。 第３に、大学、学連等、様々な大学スポーツ関係者が点在している中で、大学、学連等大学スポーツの関係者が相互に協調・連携していくようなプラットフォームとしての役割を担うべきとされました。第４に、大学スポーツの潜在的な魅力を顕在化させて、そこである程度収益も確保し、その収益を大学スポーツに還元していくような好循環を創造していくこと、していくといった役割も求められています。 ５つ目として、競技種目、大学の立地、性別、障害の有無などにより不利益を被ることがないように取り組む、とされた。

組織体制としては、①日本版ＮＣＡＡは国の機関ではなくて、あくまで民間の法人として設立をすること、②大学、学連の自主参加であること、③自主的に参加してもらえるように大学・学連がメリットを実感できるものとすること、④逆に、これまで大学や学連が築き上げてきた活動を阻害することなく、各大学、学連の活動等と調和のとれたものにしていくこと、⑤そして、まずは関係者が合意できる幾つかの機能から始めて、活動を徐々にていくという意味で、実行可能な分野・規模でスタートすることが掲げられました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本版ＮＣＡＡの具体的な制度設計を検討するための学産官連携協議会ですが、日本版ＮＣＡＡの理念に基づき、今年度は、３つのワーキンググループを設置して議論を進めました。

１つ目がスポーツを通じた人材育成・人材排出のために必要な学修支援やキャリア支援を検討する学業充実ワーキンググループ

２つ目が、課外活動である運動部活動について、関係者の責任の整理や事故防止策・保険等の事故後の対応を充実を検討するための安全安心ワーキンググループ

３つ目が、日本版NCAAが提供するメリットの検討や日本版NCAAの加盟要件や資金調達方法等を検討するためのマネジメントワーキンググループ

です。
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